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防衛大学校受験の勧め

　防衛大学校は、日本の防衛・安全保障と日本に住む人々の安全・安心社会の確保に強い関心があ
り、また将来、重要な組織の上に立つ社会のリーダーとなりたいと考えている受験生の皆さんに開
かれた大学です。

　防衛大学校は、自衛隊のリーダー（幹部自衛官）を育成する日本で唯一の大学教育機関です。本
校は、防衛省の機関ですので「大学校」となっていますが、一般大学と同じ 4年制の教育を実施し、
卒業時には学士の学位を授与しています。本校はいわば「士官学校」ですが、この点から一般大学
と何ら変わるところはありません。

　防衛大学校は毎年約480名を基準に学生を採用しますが、その内訳は、人文社会科学系が約105名、
理工学系が約 375 名です。防衛大学校の教官数は約 330 名で、これは学生５．８人に１人の割合と
なり、全国で最も望ましい規模で少人数教育が行われていることになります。人文社会科学系には
３学科、理工学系には 11 学科あり、学生は多様な 14 分野のうちから１学科を専攻します。学生の
専攻分野は２学年に進むときに決まりますが、１学年生は教養教育科目を重点的に学びます。

　防衛大学校は、将来幹部自衛官となることから、リーダーとしての資質を育成することに重点を
置きます。そのために、本校では制服教官（幹部自衛官）による防衛学の授業があります。戦史や
国防論、戦略論など、一般大学には見られない、本校ならではの教育科目です。また、学生舎（寮）
生活、部活動である校友会などを通じて、リーダーとしての資質を育み、同時にタテとヨコの人間
関係に習熟していくことになります。

　防衛大学校は、国際化にも力を入れています。4年制の大学教育を受けながら、英語力を身につ
け、学生の約10パーセントが海外短期留学することができます。キャンパスには留学生が多数おり、
また、海外の士官学校生の訪問も頻繁にあることから、国際的な雰囲気に満ちあふれています。そ
して毎年、国際的視野を広げる目的で、学生たちの自主的な運営により国際士官候補生会議が開催
されています。

　以上のように、防衛大学校は、教育の目的は遠大かつ明確で、学力のみならず指導力、人間力、体力、
そして国際性を同時に身につけることのできるすばらしい学びの場なのです。

　結びに、防衛大学校は、横須賀の三浦半島の先端に位置し、東京湾の望み、富士山を仰ぐ風光明
媚な自然環境に恵まれた空間にあります。防衛大学校は、若人が４年間の大学生活を過ごすのに最
適な大学であることを、確信をもってお伝えします。

　全教職員を挙げて、明るく情熱的で積極性あふれる皆さんの積極的な受験をお待ちしています。

防衛大学校長　國
こ く

　分
ぶ ん

　良
りょう

　成
せ い
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表紙デザインについて
若草色の大理石は防大生の若々しさ、強い意志を表現するとと
もに、ミリタリーカラーの一歩手前である、という意味も込め
られています。
中央に配置された緑の大地、輝く海、澄みきった空は、防大生
が将来進む道である陸上、海上、航空自衛隊を表現しています。

3

将来、陸上・海上・航空各自衛隊の
幹部自衛官となる人材を育成する防衛省の教育機関、防衛大学校。
「広い視野を開き、科学的な思考力を養い、豊かな人間性を養うとともに、
幹部自衛官にふさわしい精神、
体力基盤及び生活習慣を育成すること」を教育目標とし、
充実した学習環境であなたの成長を支えます。
目標に向かい強い意志をもって学ぶことは、
国防はもとより、災害派遣や国際平和協力業務など、
誇れる将来の活躍へとつながるのです。

意志ある学びはすべて、
誇りあるリーダーとしての活躍につながる。
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物理学生実験室（１号館）

電算機第３講義室（３号館）本部庁舎■正門をくぐると、正面には本部庁舎が
見えます。

理工学館■1〜 5号館まであり、それぞれに教場、実験室、
実習室などがあって、理工系の教育・研究が行われます。

防衛学館■防衛大学校独自のカリキュラム、
防衛学の教育・研究が行われます。

社会科学館■社会科学系の教育・研究が行わ
れます。

球技体育館■バレーボール、バスケットボール
など、室内での球技が行われます。バレーボール
2 試合とバスケットボール１試合が同時に行え 
る広さです。

武道場■柔 道、 剣 道、
空手道、合気道などの
武道が行われます。

総合体育館■温水プールやトレーニン
グ室もあり、体育の授業や校友会（ク
ラブ）活動が行われます。

資料館■教育理念、学校設立背景、卒
業後の進路などを展示し、学生教育及
び学校広報に活用することを目的とし
ています。

6



陸上競技場 ラグビー場 硬式野球場

アメリカンフットボール場 サッカー場 テニスコート

競技施設■陸上競技場では各種陸上競技種目が実施でき、トラック内側はフィールドホッケー場が入る広さ。また、ラグビー場、アメリカンフットボ 
ール場、サッカー場、硬式野球場、テニスコートはそれぞれ独立しており、のびのびと授業や校友会（クラブ）活動が行なえます。

学生会館■貯金などの福
利厚生業務を行う厚生課
があり、1F にはコンビニや ATM もあります。

走水海上訓練場■通称「ポンド」。
カッターや機動艇訓練などが行われ
ます。

総合情報図書館■現在所有している図書は約 63 万
冊です。また、本校の特色を生かし、軍事防衛分野
での図書・雑誌の充実を図っています。

学生舎■第１〜第４学生舎です。 覆道射場■実弾射撃訓練が行われます。

土木・化学実験棟■化学実験室や建設環境工
学実験室があります。

理工学実験棟■ A 〜 E 棟まであり、大型の実験
装置や実習工場などがあります。

人文科学館■ LL 教場
などがあり、外国語
や 人 文 科 学 系 の 教 
育・研究が行われま
す。

学生食堂■全学生を一度に収容・喫食することが
できます。

医務室■ケガや病気の治療をはじめ、
学生の健康管理を行います。
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基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
戦 後 史 と 防 衛 大 学 校
数 学 A
数 学 B
近 現 代 史 概 説
物 理 学
化 学 序 論
自 然 科 学 実 験

1
1
2
2
2
2
2
2

地 球 と 海 洋
先端エレクトロニクス入門
コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー
メ カ ラ イ フ（機 械 と 社 会）
飛 行 機 と ロ ケ ッ ト
土 木 地 理 学
地 域 研 究 Ａ
地 域 研 究 Ｂ

2
2
2
2
2
2
2
2

数 学 概 論 Ａ
数 学 概 論 Ｂ
電 気 と 磁 気
化 学 概 論

2
2
2
2

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル
戦 後 史 と 防 衛 大 学 校
憲 法
国 際 法
国 際 関 係 論 基 礎

1
1
2
2
2

歴 史 概 論 Ⅰ
歴 史 概 論 Ⅱ
心 理 学
思 想 と 文 化
近 現 代 史 概 説
日 本 外 交 史
政 治 学
経 済 学
法 学
地 域 研 究 Ａ
地 域 研 究 Ｂ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

航 空 宇 宙 工 学 概 論
航 空 宇 宙 セ キ ュ リ テ ィ 論
光 ・ 電 波 と 人 間
土 木 工 学 概 論

2
2
2
2

独 語 特 講 Ⅰ
独 語 特 講 Ⅱ
仏 語 特 講 Ⅰ
仏 語 特 講 Ⅱ
露 語 特 講 Ⅰ
露 語 特 講 Ⅱ
中 国 語 特 講 Ⅰ
中 国 語 特 講 Ⅱ
朝 鮮 語 特 講 Ⅰ
朝 鮮 語 特 講 Ⅱ
ア ラ ビ ア 語 特 講 Ⅰ
ア ラ ビ ア 語 特 講 Ⅱ
ポ ル ト ガ ル 語 特 講 Ⅰ
ポ ル ト ガ ル 語 特 講 Ⅱ
グローバルコミュニケーションⅠ
グローバルコミュニケーションⅡ
西 洋 史 研 究
西 洋 古 代 史
世 界 地 誌 学
人 文 地 理 学 研 究
西 欧 文 化 史
日 本 政 治 史
日 本 文 化 史
近 代 史 研 究
実 験 心 理 学
カ ウ ン セ リ ン グ
哲 学 研 究
中 国 思 想 研 究
近 代 文 学
日 本 文 学 講 読
漢 文 学
日 本 文 学 史
日 本 文 学 と 都 市 文 化
組 織 と リ ー ダ ー シ ッ プ
組 織 経 営 論
領 域 国 際 法
現 代 社 会 と 法
戦 争 と 国 際 法

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

安 全 科 学 総 論
（安全科学とリスクマネジメント） 2

戦 争 論 研 究
太 平 洋 戦 争 へ の 道
健 康 と ス ポ ー ツ 科 学
ス ポ ー ツ の コ ー チ ン グ
身 体 運 動 の 科 学
武 道 史 と 武 道 論 考
ス ポ ー ツ 技 術 論
図 形 科 学
振 動 と 震 動 の 世 界
火 薬 概 論
バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 概 論
生 物 化 学 概 論
地 球 科 学 入 門
セ ン シ ン グ と 地 球 環 境
日 本 語 研 究 Ⅰ
日 本 語 研 究 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

新しい本科教育体系 

基礎ゼミ 

オリエンテーション 

専門基礎 
専攻共通 

専
門
に
即
し
た
英
語 

防
衛
英
語 

外国語 

４学年 

3学年 

2学年  

1学年 

各学科 

専門 

体育理論 

卒業研究 学
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム 

防衛学基礎 
大学基礎英語 

英語表現法 

第二外国語特講 

第二   

外国語   
演習 

上級
英語 

英語
演習 

英語特講 

文
理
交
差 
教
育 

教
養
教
育 

防衛学 

国際教育 

実技 

防衛学特論 
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組 織 と リ ー ダ ー シ ッ プ
組 織 経 営 論
領 域 国 際 法
現 代 社 会 と 法
戦 争 と 国 際 法

2
2
2
2
2
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2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
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安 全 科 学 総 論
（安全科学とリスクマネジメント） 2

戦 争 論 研 究
太 平 洋 戦 争 へ の 道
健 康 と ス ポ ー ツ 科 学
ス ポ ー ツ の コ ー チ ン グ
身 体 運 動 の 科 学
武 道 史 と 武 道 論 考
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生 物 化 学 概 論
地 球 科 学 入 門
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2
2
2
2
2
2
2
2
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2
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※授業科目は年度によって変わることがあります。
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大 学 英 語 基 礎
大 学 英 語 読 解
英 語 表 現 法 Ⅰ
英 語 特 講 Ⅰ
英 語 特 講 Ⅱ
英 語 表 現 法 Ⅱ

2
2
2
2
2
2

独 語
仏 語
露 語
中 国 語
朝 鮮 語
ア ラ ビ ア 語
ポ ル ト ガ ル 語
日 本 語

2
2
2
2
2
2
2
2

英 語 演 習
独 語 演 習
仏 語 演 習
露 語 演 習
中 国 語 演 習
朝 鮮 語 演 習
ア ラ ビ ア 語 演 習
ポ ル ト ガ ル 語 演 習
時 事 英 語
ス ピ ー チ ＆ デ ィ ベ ー ト

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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大 学 英 語 基 礎
大 学 英 語 読 解
英 語 表 現 法 Ⅰ
英 語 特 講 Ⅰ
英 語 特 講 Ⅱ
英 語 表 現 法 Ⅱ

2
2
2
2
2
2

独 語
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露 語
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朝 鮮 語
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2
2
2
2
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2
2
2
2
2
2
2
2

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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体育実技Ⅰ：マシンを使ってのフィジカルトレーニング。強靱
な肉体をつくるために基礎体力を養う。
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防 衛 学 基 礎 Ⅰ
防 衛 学 基 礎 Ⅱ
国 防 論
軍 事 史 序 論
戦 略
作 戦
軍 事 と 科 学 技 術
統 率
国 際 情 勢 と 安 全 保 障
陸 上 作 戦
海 上 作 戦
航 空 作 戦

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

防 衛 学 専 門 書 講 読 Ⅰ
（ 戦 略 思 想 ） 2

防 衛 学 専 門 書 講 読 Ⅱ
（ 米 欧 軍 事 史 ） 2

防 衛 学 専 門 書 講 読 Ⅲ
（ア メ リ カ の 安 全 保 障）
防 衛 学 専 門 書 講 読 Ⅳ
（ 軍 備 管 理 ）

2

2

国 防 に 関 す る 特 論
戦 史 に 関 す る 特 論
戦 略 に 関 す る 特 論
軍 事 技 術 に 関 す る 特 論
統 率 に 関 す る 特 論
国 際 人 道 法
紛 争 と 国 際 社 会
防 衛 法 制 実 務 概 論
我が国の防衛政策の変遷
情 報 基 礎
同 盟 国 等 の 国 防 政 策
我が国の安全保障と軍備管理
戦 史 Ⅰ
戦 史 Ⅱ
自 衛 隊 史 Ⅰ
自 衛 隊 史 Ⅱ
戦 史 考 察 法
古 代 西 洋 戦 史
戦 略 論 Ⅰ
戦 略 論 Ⅱ
戦 略 論 Ⅲ
軍 事 古 典 研 究
科 学 技 術 と 安 全 保 障
戦 闘 の 勝 敗 と 兵 器
作 戦 論

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

実 用 軍 事 英 語
特 別 講 義

2
1～2

the Center for Security and Crisis Management Education/Department of National Defense Studies/Department of 
Strategic Studies/Department of Leadership and Military History
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防 衛 学 基 礎 Ⅰ
防 衛 学 基 礎 Ⅱ
国 防 論
軍 事 史 序 論
戦 略
作 戦
軍 事 と 科 学 技 術
統 率
国 際 情 勢 と 安 全 保 障
陸 上 作 戦
海 上 作 戦
航 空 作 戦

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

防 衛 学 専 門 書 講 読 Ⅰ
（ 戦 略 思 想 ） 2

防 衛 学 専 門 書 講 読 Ⅱ
（ 米 欧 軍 事 史 ） 2

防 衛 学 専 門 書 講 読 Ⅲ
（ア メ リ カ の 安 全 保 障）
防 衛 学 専 門 書 講 読 Ⅳ
（ 軍 備 管 理 ）

2

2

国 防 に 関 す る 特 論
戦 史 に 関 す る 特 論
戦 略 に 関 す る 特 論
軍 事 技 術 に 関 す る 特 論
統 率 に 関 す る 特 論
国 際 人 道 法
紛 争 と 国 際 社 会
防 衛 法 制 実 務 概 論
我が国の防衛政策の変遷
情 報 基 礎
同 盟 国 等 の 国 防 政 策
我が国の安全保障と軍備管理
戦 史 Ⅰ
戦 史 Ⅱ
自 衛 隊 史 Ⅰ
自 衛 隊 史 Ⅱ
戦 史 考 察 法
古 代 西 洋 戦 史
戦 略 論 Ⅰ
戦 略 論 Ⅱ
戦 略 論 Ⅲ
軍 事 古 典 研 究
科 学 技 術 と 安 全 保 障
戦 闘 の 勝 敗 と 兵 器
作 戦 論

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

実 用 軍 事 英 語
特 別 講 義

2
1～2

the Center for Security and Crisis Management Education/Department of National Defense Studies/Department of 
Strategic Studies/Department of Leadership and Military History

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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歴 史 学
人 間 学
政 治 学
社 会 現 象 と 統 計
経 済 学
憲 法
国 際 法 概 論
法 学 基 礎

2
2
2
2
2
2
2
2

言 語 文 化 論
組 織 管 理
国 際 関 係 概 論

2
2
2

数 学 Ⅰ
数 学 Ⅱ
数 学 Ⅲ
数 学 Ⅰ 演 習
数 学 Ⅱ 演 習
数 学 Ⅲ 演 習
理 工 学 入 門
物 理 学 Ⅰ
物 理 学 Ⅱ
物 理 学 Ⅲ
化 学 Ⅰ
化 学 Ⅱ
基 礎 科 学 実 験
化 学 実 験
物 理 学 実 験

2
2
2
1
1
1
2
2
2
2
2
2
1
1
1

数 学 Ⅳ
複 素 関 数 論
確 率 ・ 統 計
物 理 学 Ⅳ
生 物 化 学
エンジニアリング・メカニクス

2
2
2
2
2
2

「人間とは何か」という問いに対する、哲学と心理学というふたつの
学問によるアプローチを学びます。この問題に関しては、古来、哲
学・倫理学においてさまざまな考察が展開されてきましたが、講義
ではそのなかからとくに現代のわれわれの人間観にも大きな影響を
与えている要素を重点的に取り上げます。また今日の人間理解の
形成にあたっては、人間に関する科学的探究の成果を無視するこ
とはできませんが、講義ではこうした観点から心理学の基礎につい
ても学びます。

議会、行政、政党、選挙など現代政治学の基本的問題を取り上
げ、時事問題にも触れながら幅広く講義します。さらには国内政治
と国際政治との相違や、政治と防衛との関わりについても学び、
政治にいかに向き合うかを考究していきます。

日本国憲法の重要原理である平和主義や基本的人権の意義、
国家統治機構のメカニズムなどについて基礎理論を説明し、時事
問題と関連づけながら今日の憲法問題に対する意識を喚起しま
す。

不景気、デフレ、失業などの「経済現象」を正確に理解・説明する
ために経済学と基本原理を、題材を絞って学びます。

国家や国際機構とは何かより始まり、条約、国家領域、海・空・
宇宙、人権保障、紛争処理、安全保障や戦争などに関する規則を
学びます。

歴史学とはどのような特質をもった学問なのか、どのように発展して
きたのか、そして他の諸科学とどのように関わってきたのかなどの原
理的・基礎的な事柄について学びます。歴史家が研究の際に行
うテーマ選定、文献目録の作成、史料の選定・収集・分析、歴史
補助学の利用などについても講義します。

経済学：マクロ経済学、デフレ
スパイラルといった基礎を学ぶ。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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歴 史 学
人 間 学
政 治 学
社 会 現 象 と 統 計
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憲 法
国 際 法 概 論
法 学 基 礎

2
2
2
2
2
2
2
2
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組 織 管 理
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2
2
2

数 学 Ⅰ
数 学 Ⅱ
数 学 Ⅲ
数 学 Ⅰ 演 習
数 学 Ⅱ 演 習
数 学 Ⅲ 演 習
理 工 学 入 門
物 理 学 Ⅰ
物 理 学 Ⅱ
物 理 学 Ⅲ
化 学 Ⅰ
化 学 Ⅱ
基 礎 科 学 実 験
化 学 実 験
物 理 学 実 験

2
2
2
1
1
1
2
2
2
2
2
2
1
1
1

数 学 Ⅳ
複 素 関 数 論
確 率 ・ 統 計
物 理 学 Ⅳ
生 物 化 学
エンジニアリング・メカニクス

2
2
2
2
2
2

「人間とは何か」という問いに対する、哲学と心理学というふたつの
学問によるアプローチを学びます。この問題に関しては、古来、哲
学・倫理学においてさまざまな考察が展開されてきましたが、講義
ではそのなかからとくに現代のわれわれの人間観にも大きな影響を
与えている要素を重点的に取り上げます。また今日の人間理解の
形成にあたっては、人間に関する科学的探究の成果を無視するこ
とはできませんが、講義ではこうした観点から心理学の基礎につい
ても学びます。

議会、行政、政党、選挙など現代政治学の基本的問題を取り上
げ、時事問題にも触れながら幅広く講義します。さらには国内政治
と国際政治との相違や、政治と防衛との関わりについても学び、
政治にいかに向き合うかを考究していきます。

日本国憲法の重要原理である平和主義や基本的人権の意義、
国家統治機構のメカニズムなどについて基礎理論を説明し、時事
問題と関連づけながら今日の憲法問題に対する意識を喚起しま
す。

不景気、デフレ、失業などの「経済現象」を正確に理解・説明する
ために経済学と基本原理を、題材を絞って学びます。

国家や国際機構とは何かより始まり、条約、国家領域、海・空・
宇宙、人権保障、紛争処理、安全保障や戦争などに関する規則を
学びます。

歴史学とはどのような特質をもった学問なのか、どのように発展して
きたのか、そして他の諸科学とどのように関わってきたのかなどの原
理的・基礎的な事柄について学びます。歴史家が研究の際に行
うテーマ選定、文献目録の作成、史料の選定・収集・分析、歴史
補助学の利用などについても講義します。

基礎科学実験（化学・生化学）：酢酸とアニリ
ンの合成実験。薬が目に入らぬよう、ゴーグ
ルは必須。

化学実験：１学年向けの基礎的な物理化学実
験。試薬や器具の使い方を体験的に学んで
ゆく。

数学Ⅲ：多変数関数の基本公式を練習。数学の理論を徹底的に学ぶ。

物理学実験：基礎的な物理現象や物理量の測定原理を学ぶ

基礎科学実験（物理分野：光速の測定）

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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欧 米 史 概 論
ア ジ ア 史 概 論
日 本 史 概 論
宗 教 文 化 史
文 化 地 理 学
心 理 学 概 論
臨 床 心 理 学
地 域 思 想 論 Ⅰ
地 域 思 想 論 Ⅱ
文 化 人 類 学
日 本 言 語 文 化 論 Ⅰ
日 本 言 語 文 化 論 Ⅱ
異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論
英 語 言 語 文 化 論
英 米 文 化 論
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
6

歴 史 学 研 究 Ⅰ
歴 史 学 研 究 Ⅱ
歴 史 学 研 究 Ⅲ
人 間 学 研 究 Ⅰ
人 間 学 研 究 Ⅱ
人 間 学 研 究 Ⅲ
言 語 文 化 研 究 Ⅰ
言 語 文 化 研 究 Ⅱ
言 語 文 化 研 究 Ⅲ
言 語 文 化 研 究 Ⅳ
人 間 文 化 研 究 Ⅰ
人 間 文 化 研 究 Ⅱ
人 間 文 化 研 究 Ⅲ
ド イ ツ 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
ド イ ツ 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
ド イ ツ 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
ド イ ツ 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ
フ ラ ン ス 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
フ ラ ン ス 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
フ ラ ン ス 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
フ ラ ン ス 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ
中 国 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
中 国 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
中 国 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
中 国 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ
ロ シ ア 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
ロ シ ア 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
ロ シ ア 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
ロ シ ア 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ
朝 鮮 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
朝 鮮 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
朝 鮮 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
朝 鮮 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ
ア ラ ビ ア 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
ア ラ ビ ア 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
ア ラ ビ ア 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
ア ラ ビ ア 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ
文 献 講 読 Ⅰ
文 献 講 読 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

欧 米 史 特 論
ア ジ ア 史 特 論
日 本 史 特 論
宗 教 社 会 史
地 域 環 境 論
ス ト レ ス 管 理 論
人 間 関 係 論
心 理 学 実 験 法
現 代 思 想 論
比 較 思 想 論
比 較 文 化 論
メ デ ィ ア 文 化 論
ア ジ ア 社 会 論
多 文 化 共 生 論
異 文 化 交 流 論
多 文 化 共 生 社 会 に お け る 倫 理
異文化コミュニケーション概論
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 概 論
地 域 情 報 学
英 語 文 献 講 読
政 治 外 交 史
特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
1～2

　　　　　　　　　　  人間文化学科では哲学・心理学・歴史学・地理学・文
化人類学・言語文化などの人文科学の諸分野を幅広く学び、日本や世界各地域
の歴史や文化についての教養を身につけます。また本学科の特色として英語や
第２外国語の学習機会が他学科よりも多いということが挙げられます。こうし
た人文科学や語学の学習によって培われた、人間を多角的に、また内面から理解
する姿勢は、海外派遣で異文化と接するときや、職場でのメンタルヘルス管理に
おいてもきっと役に立つはずです。学科の授業は少人数のゼミナールが多く、卒
業研究の作成に際しても丁寧な個人指導を受けることができます。また毎年、校
外研修の機会などもあり、教官と学生の距離が近いアットホームな雰囲気が学
生には好評です。

人文科学の方法で、人間をより深く、多角的に理解する！

人間文化学科は、幹部自衛官の任務全般に求められる人間本質に対する洞察力や、自衛隊の海外派遣の増加に伴

いますます必要とされる国際的センス、すなわち自他の文化に対する深い理解や語学力を身につけた人材の育成

を目的としています。

１・２学年では異文化理解の基礎となる人文科学の方法に親しむとともに、さまざまな民族の歴史や文化につい

ての知見を拡げていきます。

３・４学年では第２外国語や他学科より多い英語の授業をとおして語学力の向上を図るとともに、各自が関心を

もった人文科学の諸分野について、ゼミ形式の授業でより深く学んでいきます。

とくに４学年では自他の文化理解に関わるテーマを選び、人文科学的なアプローチに基づいた卒業研究の作成に

取り組みます。
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2
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　　　　　　　　　　  人間文化学科では哲学・心理学・歴史学・地理学・文
化人類学・言語文化などの人文科学の諸分野を幅広く学び、日本や世界各地域
の歴史や文化についての教養を身につけます。また本学科の特色として英語や
第２外国語の学習機会が他学科よりも多いということが挙げられます。こうし
た人文科学や語学の学習によって培われた、人間を多角的に、また内面から理解
する姿勢は、海外派遣で異文化と接するときや、職場でのメンタルヘルス管理に
おいてもきっと役に立つはずです。学科の授業は少人数のゼミナールが多く、卒
業研究の作成に際しても丁寧な個人指導を受けることができます。また毎年、校
外研修の機会などもあり、教官と学生の距離が近いアットホームな雰囲気が学
生には好評です。

人文科学の方法で、人間をより深く、多角的に理解する！

人間文化学科は、幹部自衛官の任務全般に求められる人間本質に対する洞察力や、自衛隊の海外派遣の増加に伴

いますます必要とされる国際的センス、すなわち自他の文化に対する深い理解や語学力を身につけた人材の育成

を目的としています。

１・２学年では異文化理解の基礎となる人文科学の方法に親しむとともに、さまざまな民族の歴史や文化につい

ての知見を拡げていきます。

３・４学年では第２外国語や他学科より多い英語の授業をとおして語学力の向上を図るとともに、各自が関心を

もった人文科学の諸分野について、ゼミ形式の授業でより深く学んでいきます。

とくに４学年では自他の文化理解に関わるテーマを選び、人文科学的なアプローチに基づいた卒業研究の作成に

取り組みます。

写真：卒業研究中間発表会（上から１枚目・２枚目）
　　　卒業式典（３枚目）
　　　校外研修における本学科学生（４枚目）

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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公 共 政 策 総 論
政 策 過 程
組 織 と 戦 略
日 本 経 済
危 機 管 理 政 策  Ⅰ （日 本）
危 機 リ ス ク 管 理 原 論
国 際 経 済 学
経 済 統 計
社 会 調 査 法
経 済 政 策
安 全 保 障 法 制
行 政 法
公 共 政 策 研 究 Ⅰ
公 共 政 策 研 究 Ⅱ
公 共 政 策 研 究 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2
6

法 学
社 会 学
組 織 比 較
司 法 制 度
政 治 外 交 史
科 学 と 倫 理
公 共 マ ー ケ テ ィ ン グ
意 思 決 定 論
厚 生 経 済 学
国 際 公 共 政 策
政 治 思 想
危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
危 機 管 理 政 策（中 東）
危 機 管 理 政 策  Ⅲ （欧 州）
危 機 管 理 政 策  Ⅳ （米 州）
災 害 組 織 論
公 組 織
公 共 選 択
情 報 と 意 思 決 定
民 事 法
軍 隊 と 社 会
危 機 管 理 特 論（防 諜 論）

2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

安 全 科 学 総 論
(安全科学とリスクマネジメント) 2

海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論
航 空 宇 宙 セ キ ュ リ テ ィ 論

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

2
2

公共政策研究：教官１名に対して学生数名ほどで行われる公共政策研究。少人数クラスで密度の高い授業が受けられる。
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公 共 政 策 総 論
政 策 過 程
組 織 と 戦 略
日 本 経 済
危 機 管 理 政 策  Ⅰ （日 本）
危 機 リ ス ク 管 理 原 論
国 際 経 済 学
経 済 統 計
社 会 調 査 法
経 済 政 策
安 全 保 障 法 制
行 政 法
公 共 政 策 研 究 Ⅰ
公 共 政 策 研 究 Ⅱ
公 共 政 策 研 究 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2
6

法 学
社 会 学
組 織 比 較
司 法 制 度
政 治 外 交 史
科 学 と 倫 理
公 共 マ ー ケ テ ィ ン グ
意 思 決 定 論
厚 生 経 済 学
国 際 公 共 政 策
政 治 思 想
危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
危 機 管 理 政 策（中 東）
危 機 管 理 政 策  Ⅲ （欧 州）
危 機 管 理 政 策  Ⅳ （米 州）
災 害 組 織 論
公 組 織
公 共 選 択
情 報 と 意 思 決 定
民 事 法
軍 隊 と 社 会
危 機 管 理 特 論（防 諜 論）

2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

安 全 科 学 総 論
(安全科学とリスクマネジメント) 2

海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論
航 空 宇 宙 セ キ ュ リ テ ィ 論

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

2
2

公共政策総論：実例をもとに公共政策の
問題点を学ぶ。

政策過程：日本の政策を国
際比較を行いながら学ぶ。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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国 際 政 治 学
国 際 政 治 史
国 際 法
政 治 外 交 史
軍 事 史
軍 備 管 理 論
危 機 リ ス ク 管 理 原 論
危 機 管 理 政 策  Ⅰ （日 本）
国 際 関 係 研 究 Ⅰ
国 際 関 係 研 究 Ⅱ
卒 業 研 究

4
4
4
4
4
2
2
2
4
4
6

安 全 保 障 政 策 論
海 洋 法 概 論
国 際 機 構 論
地 域 研 究 特 論
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
比 較 政 治
危 機 管 理 政 策  Ⅱ （中 東）
国 際 関 係 特 論
現 代 地 域 研 究 Ⅰ
現 代 地 域 研 究 Ⅱ
現 代 地 域 研 究 Ⅲ
現 代 地 域 研 究 Ⅳ
現 代 地 域 研 究 Ⅴ
現 代 地 域 研 究 Ⅵ
現 代 地 域 研 究 Ⅶ
現 代 地 域 研 究 Ⅷ
国 際 シ ス テ ム 論
危 機 管 理 特 論（防 諜 論）

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

安 全 科 学 総 論
(安全科学とリスクマネジメント) 2

海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論
航 空 宇 宙 セ キ ュ リ テ ィ 論

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

2
2

　　　　　　　　　　   国際化やグローバル化が進んでいる現在、国際情勢の動向を的確
に捉え、国際社会での日本の地位や役割を理解することは、これからますます必要になっ
てきます。特に幹部自衛官は国の防衛に携わるとともに、国連平和維持活動（PKO）への参
加など国際平和を推進するための知識や能力が求められています。国際関係学科はこうし
た幅広い分野で活躍できる将来の幹部自衛官を育成することを目指しています。「平和や
安全とは何か」「なぜ紛争や危機が起きるのか」「国際関係はどうあるべきか」といった問題
意識を持っている学生を歓迎します。国際関係学科の学生は、危機管理プログラム（47ペ
ージ参照）を履修することができます。

グローバル・スタンダードの安全保障の専門教育が受けられる。

グローバル化が進む中、国際社会では、政治や外交、安全保障、経済、文化、人の移動など、様々な問題が複雑に絡み合

っています。国際関係学科では、そうした複雑な国際社会において、日本がどのような立場に置かれていくのか、的

確に理解していく手法を学んでいきます。そこでは、国際政治学や比較政治、国際政治史、外交史、国際システム、軍

備管理、危機管理といった国際関係全般に関わる科目、米国、アジア、欧州、中東、大洋州といった地域研究科目、国際

機構や海洋法など国際法系科目などが用意されています。こうした充実したカリキュラムの下で、国際関係学科は

将来の幹部自衛官たる学生に、安全保障の実り多い専門教育の場を提供します。

国際関係研究：少人数のゼミ形式で外国の論文、国家間の外交文書や条約を原文で読む授業。語学はもとより、世界における日本の役割を学ぶ。
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国 際 政 治 学
国 際 政 治 史
国 際 法
政 治 外 交 史
軍 事 史
軍 備 管 理 論
危 機 リ ス ク 管 理 原 論
危 機 管 理 政 策  Ⅰ （日 本）
国 際 関 係 研 究 Ⅰ
国 際 関 係 研 究 Ⅱ
卒 業 研 究

4
4
4
4
4
2
2
2
4
4
6

安 全 保 障 政 策 論
海 洋 法 概 論
国 際 機 構 論
地 域 研 究 特 論
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
比 較 政 治
危 機 管 理 政 策  Ⅱ （中 東）
国 際 関 係 特 論
現 代 地 域 研 究 Ⅰ
現 代 地 域 研 究 Ⅱ
現 代 地 域 研 究 Ⅲ
現 代 地 域 研 究 Ⅳ
現 代 地 域 研 究 Ⅴ
現 代 地 域 研 究 Ⅵ
現 代 地 域 研 究 Ⅶ
現 代 地 域 研 究 Ⅷ
国 際 シ ス テ ム 論
危 機 管 理 特 論（防 諜 論）

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

安 全 科 学 総 論
(安全科学とリスクマネジメント) 2

海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論
航 空 宇 宙 セ キ ュ リ テ ィ 論

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

2
2

　　　　　　　　　　   国際化やグローバル化が進んでいる現在、国際情勢の動向を的確
に捉え、国際社会での日本の地位や役割を理解することは、これからますます必要になっ
てきます。特に幹部自衛官は国の防衛に携わるとともに、国連平和維持活動（PKO）への参
加など国際平和を推進するための知識や能力が求められています。国際関係学科はこうし
た幅広い分野で活躍できる将来の幹部自衛官を育成することを目指しています。「平和や
安全とは何か」「なぜ紛争や危機が起きるのか」「国際関係はどうあるべきか」といった問題
意識を持っている学生を歓迎します。国際関係学科の学生は、危機管理プログラム（47ペ
ージ参照）を履修することができます。

グローバル・スタンダードの安全保障の専門教育が受けられる。

グローバル化が進む中、国際社会では、政治や外交、安全保障、経済、文化、人の移動など、様々な問題が複雑に絡み合

っています。国際関係学科では、そうした複雑な国際社会において、日本がどのような立場に置かれていくのか、的

確に理解していく手法を学んでいきます。そこでは、国際政治学や比較政治、国際政治史、外交史、国際システム、軍

備管理、危機管理といった国際関係全般に関わる科目、米国、アジア、欧州、中東、大洋州といった地域研究科目、国際

機構や海洋法など国際法系科目などが用意されています。こうした充実したカリキュラムの下で、国際関係学科は

将来の幹部自衛官たる学生に、安全保障の実り多い専門教育の場を提供します。

比較政治：民主化のプロセ
スを学ぶ。各人の研究成果
の発表も。

地域研究特論：日本と世界各地の関係を学ぶ。ここではイス
ラムの復興についての授業が行われた。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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応 用 数 学
力 学
熱 力 学
電 磁 気 学
量 子 力 学
統 計 力 学
連 続 体 力 学
応 用 物 理 学 ゼ ミ
応 用 物 理 学 演 習 Ⅰ
応 用 物 理 学 演 習 Ⅱ
応 用 物 理 学 実 験 Ⅰ
応 用 物 理 学 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
4
1
1
1
1
6

応 用 情 報 処 理
回 路 論
応 用 物 理 学 演 習 Ⅲ
応 用 物 理 学 演 習 Ⅳ
弾 塑 性 力 学
量 子 物 理 学
物 質 科 学 Ⅰ
物 質 科 学 Ⅱ
原 子 核 物 理 学
先 端 科 学 技 術 概 論
プ ラ ズ マ 工 学
光 科 学

2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2

人 間 情 報 工 学
電 子 情 報 工 学
相 対 性 理 論 と 宇 宙
バ イ オ メ カ ニ ク ス
計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 科 学
高 速 弾 道 学
放 射 線 計 測
超 伝 導
応 用 数 理 科 学
特 別 講 義

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

超高速衝突実験：小型 2段式軽ガス加速装置を使って、微小隕石や宇宙デブリの衝突を模擬する実験を行う。

秒速 5,000 メートルの衝突を受けたアルミニウム合金
の板がゴム風船のように膨らみ、破裂する。	
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応 用 数 学
力 学
熱 力 学
電 磁 気 学
量 子 力 学
統 計 力 学
連 続 体 力 学
応 用 物 理 学 ゼ ミ
応 用 物 理 学 演 習 Ⅰ
応 用 物 理 学 演 習 Ⅱ
応 用 物 理 学 実 験 Ⅰ
応 用 物 理 学 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
4
1
1
1
1
6

応 用 情 報 処 理
回 路 論
応 用 物 理 学 演 習 Ⅲ
応 用 物 理 学 演 習 Ⅳ
弾 塑 性 力 学
量 子 物 理 学
物 質 科 学 Ⅰ
物 質 科 学 Ⅱ
原 子 核 物 理 学
先 端 科 学 技 術 概 論
プ ラ ズ マ 工 学
光 科 学

2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2

人 間 情 報 工 学
電 子 情 報 工 学
相 対 性 理 論 と 宇 宙
バ イ オ メ カ ニ ク ス
計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 科 学
高 速 弾 道 学
放 射 線 計 測
超 伝 導
応 用 数 理 科 学
特 別 講 義

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

卒業研究（超伝導物性研究	
室）：低温装置を用いた超
伝導実験。

卒業研究（脳情報処理
研究室）：航空機操縦
時の視線計測と有効
視野の解析。

※授業科目は年度によって変わることがあります。

卒業研究（応用数理生理学
研究室）：生体細胞の培養
と染色の実験

理工学専攻の他学科の科目を選択科目として履修できます。
（例）防災化学、微生物学

25



無 機 化 学
有 機 化 学
物 理 化 学
分 析 化 学
応 用 無 機 化 学 Ⅰ
応 用 有 機 化 学 Ⅰ
応 用 物 理 化 学 Ⅰ
高 分 子 化 学 Ⅰ
反 応 化 学
燃 料 化 学
火 薬 学 Ⅰ
生 命 化 学 Ⅰ
細 胞 生 物 学
化 学 演 習
応 用 化 学 演 習 Ⅰ （外 書 講 読）
応 用 化 学 演 習 Ⅱ （外 書 講 読）
応 用 化 学 実 験 Ⅰ
応 用 化 学 実 験 Ⅱ
応 用 化 学 実 験 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

応 用 無 機 化 学 Ⅱ
応 用 有 機 化 学 Ⅱ
応 用 物 理 化 学 Ⅱ
機 器 分 析 化 学
高 分 子 化 学 Ⅱ
プ ロ セ ス 化 学
触 媒 化 学
火 薬 学 Ⅱ
生 命 化 学 Ⅱ
生 体 分 子 化 学
コ ン ピ ュ ー タ 化 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

放 射 化 学
有 機 合 成 論
化 学 熱 力 学
環 境 分 析 化 学
高 性 能 ・ 高 機 能 高 分 子 化 学
応 用 電 気 化 学
環 境 と エ ネ ル ギ ー の 化 学
爆 発 と 燃 焼 の 化 学
遺 伝 子 工 学
防 災 化 学
微 生 物 学
高 分 子 材 料
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2
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応用化学実験：塩酸に水酸化ナトリウム水溶液を滴下しながら電気伝導度を測定し、イオン数の増減から中和点を求める。



無 機 化 学
有 機 化 学
物 理 化 学
分 析 化 学
応 用 無 機 化 学 Ⅰ
応 用 有 機 化 学 Ⅰ
応 用 物 理 化 学 Ⅰ
高 分 子 化 学 Ⅰ
反 応 化 学
燃 料 化 学
火 薬 学 Ⅰ
生 命 化 学 Ⅰ
細 胞 生 物 学
化 学 演 習
応 用 化 学 演 習 Ⅰ （外 書 講 読）
応 用 化 学 演 習 Ⅱ （外 書 講 読）
応 用 化 学 実 験 Ⅰ
応 用 化 学 実 験 Ⅱ
応 用 化 学 実 験 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

応 用 無 機 化 学 Ⅱ
応 用 有 機 化 学 Ⅱ
応 用 物 理 化 学 Ⅱ
機 器 分 析 化 学
高 分 子 化 学 Ⅱ
プ ロ セ ス 化 学
触 媒 化 学
火 薬 学 Ⅱ
生 命 化 学 Ⅱ
生 体 分 子 化 学
コ ン ピ ュ ー タ 化 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

放 射 化 学
有 機 合 成 論
化 学 熱 力 学
環 境 分 析 化 学
高 性 能 ・ 高 機 能 高 分 子 化 学
応 用 電 気 化 学
環 境 と エ ネ ル ギ ー の 化 学
爆 発 と 燃 焼 の 化 学
遺 伝 子 工 学
防 災 化 学
微 生 物 学
高 分 子 材 料
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2
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上：コンピュータ化学の授業
中、下：卒業研究では最先端の実験を行い、
得られたデータから真理を洞察する。

生命化学の授業：生体分子の
性質や分子集合体の機能、
さらにバイオテクノロジー
まで、幅広く学ぶ。

※授業科目は年度によって変わることがあります。

火薬の燃焼実験



熱 力 学
流 体 力 学
応 用 電 磁 気 学
応 用 数 学
海 洋 学
天 文 学
固 体 力 学
気 象 学 概 論
地 圏 科 学 Ⅰ
振 動 波 動 学
情 報 処 理
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅰ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅱ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅲ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅰ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅱ
計 算 地 球 科 学 演 習
論 文 講 読 演 習
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

リ モ ー ト セ ン シ ン グ Ⅰ
地 球 流 体 力 学
信 号 解 析
海 洋 計 測 工 学
海 洋 物 理 学
地 球 惑 星 科 学
地 球 科 学 Ⅰ
海 洋 音 響 工 学
大 気 科 学 Ⅰ
大 気 科 学 Ⅱ
変 換 器 工 学
地 圏 科 学 Ⅱ
ソ ー ナ ー 工 学
地 球 科 学 Ⅱ
環 境 地 球 科 学
応 用 気 象 学
宇 宙 物 理 学
リ モ ー ト セ ン シ ン グ Ⅱ
航 空 気 象 学
天 気 予 報 論
地 球 海 洋 学 基 礎 英 語
地 球 海 洋 学 英 語

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

セ ン シ ン グ 工 学
気 候 学
衛 星 画 像 処 理
衛 星 画 像 処 理 演 習
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
1
1～2

気象学概論：バルーンを上げて上空の温度、湿度、気圧などを計測。気象学の基礎を理解する。
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熱 力 学
流 体 力 学
応 用 電 磁 気 学
応 用 数 学
海 洋 学
天 文 学
固 体 力 学
気 象 学 概 論
地 圏 科 学 Ⅰ
振 動 波 動 学
情 報 処 理
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅰ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅱ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅲ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅰ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅱ
計 算 地 球 科 学 演 習
論 文 講 読 演 習
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

リ モ ー ト セ ン シ ン グ Ⅰ
地 球 流 体 力 学
信 号 解 析
海 洋 計 測 工 学
海 洋 物 理 学
地 球 惑 星 科 学
地 球 科 学 Ⅰ
海 洋 音 響 工 学
大 気 科 学 Ⅰ
大 気 科 学 Ⅱ
変 換 器 工 学
地 圏 科 学 Ⅱ
ソ ー ナ ー 工 学
地 球 科 学 Ⅱ
環 境 地 球 科 学
応 用 気 象 学
宇 宙 物 理 学
リ モ ー ト セ ン シ ン グ Ⅱ
航 空 気 象 学
天 気 予 報 論
地 球 海 洋 学 基 礎 英 語
地 球 海 洋 学 英 語

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

セ ン シ ン グ 工 学
気 候 学
衛 星 画 像 処 理
衛 星 画 像 処 理 演 習
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
1
1～2

卒業研究：水深５mのプールで
ソーナーを使っての反射の実
験。

地球海洋学実験Ⅱ（地震学）：
地震計を使っての観測。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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基 礎 電 磁 気 学
電 気 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
電 気 数 学
電 子 理 論
電 気 計 測
基 礎 電 磁 気 学 演 習
電 気 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
電 気 回 路 演 習
電 気 電 子 実 験 Ⅰ
電 気 電 子 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎
電 子 物 性
固 体 電 子 工 学
電 子 デ バ イ ス
制 御 工 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅱ
電 子 回 路 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
電 気 機 器
電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学
無 線 機 器

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

電 気 電 子 英 語 演 習
電 気 電 子 英 語 ゼ ミ
コ ン ピ ュ ー タ 応 用
シ ス テ ム 工 学
光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
気 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 波 工 学
通 信 シ ス テ ム
電 波 法
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

卒業研究（電気機器工学研究室）：半導体表面に原子レベルで極薄な酸化物膜を成長させる研究
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基 礎 電 磁 気 学
電 気 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
電 気 数 学
電 子 理 論
電 気 計 測
基 礎 電 磁 気 学 演 習
電 気 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
電 気 回 路 演 習
電 気 電 子 実 験 Ⅰ
電 気 電 子 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎
電 子 物 性
固 体 電 子 工 学
電 子 デ バ イ ス
制 御 工 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅱ
電 子 回 路 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
電 気 機 器
電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学
無 線 機 器

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

電 気 電 子 英 語 演 習
電 気 電 子 英 語 ゼ ミ
コ ン ピ ュ ー タ 応 用
シ ス テ ム 工 学
光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
気 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 波 工 学
通 信 シ ス テ ム
電 波 法
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

卒業研究（電子物理学研究室）：クリーンル
ーム内で行われる高感度電磁波検出素子の
製作に関する研究

卒業研究（電気基礎学研究室）：
ステルス性の評価基準となるレ
ーダ断面積の簡易電波暗室を利
用した高精度測定法の研究

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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基 礎 電 磁 気 学
電 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
電 気 通 信 数 学
電 子 理 論
電 子 回 路 Ⅰ
通 信 工 学 Ⅰ
通 信 工 学 Ⅱ
光 波 工 学 Ⅰ
電 波 工 学 Ⅰ
通 信 材 料 Ⅰ
光 通 信 工 学
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
電 磁 気 学 演 習
通 信 工 学 実 験 Ⅰ
通 信 工 学 実 験 Ⅱ
通 信 工 学 実 験 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

コ ン ピ ュ ー タ 工 学
通 信 計 測
通 信 方 式 学
情 報 理 論
光 波 工 学 Ⅱ
電 波 工 学 Ⅱ
光 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
通 信 伝 送 工 学
レ ー ダ 工 学
波 動 工 学
電 波 航 法 工 学
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

応 用 通 信 工 学
電 子 回 路 Ⅱ
応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ
電 波 法
通 信 材 料 Ⅱ
光 電 波 応 用 計 測
通 信 工 学 基 礎 英 語
通 信 工 学 英 語 講 読
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

卒業研究（光通信工学研究室）：光ファイバーによる情報通信ネットワークの実験。日々進展するネットワークの根幹を学ぶ。
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基 礎 電 磁 気 学
電 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
電 気 通 信 数 学
電 子 理 論
電 子 回 路 Ⅰ
通 信 工 学 Ⅰ
通 信 工 学 Ⅱ
光 波 工 学 Ⅰ
電 波 工 学 Ⅰ
通 信 材 料 Ⅰ
光 通 信 工 学
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
電 磁 気 学 演 習
通 信 工 学 実 験 Ⅰ
通 信 工 学 実 験 Ⅱ
通 信 工 学 実 験 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

コ ン ピ ュ ー タ 工 学
通 信 計 測
通 信 方 式 学
情 報 理 論
光 波 工 学 Ⅱ
電 波 工 学 Ⅱ
光 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
通 信 伝 送 工 学
レ ー ダ 工 学
波 動 工 学
電 波 航 法 工 学
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

応 用 通 信 工 学
電 子 回 路 Ⅱ
応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ
電 波 法
通 信 材 料 Ⅱ
光 電 波 応 用 計 測
通 信 工 学 基 礎 英 語
通 信 工 学 英 語 講 読
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

卒業研究（通信基礎工学研究室）：高出力
ガスレーザーを用いた通信システムの応
用実験

卒業研究（通信材料工学研究室）：原子間
力顕微鏡による観察実験

電気磁気学演習：通信工学の基礎を学び、応用科目の理解につなげる。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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基 礎 電 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
計 算 機 シ ス テ ム 概 論
情 報 と 符 号 化
情 報 数 学
論 理 回 路
プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語
オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム
数 値 計 算
制 御 シ ス テ ム 論 Ⅰ
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
情 報 工 学 演 習 Ⅰ
情 報 工 学 演 習 Ⅱ
情 報 工 学 演 習 Ⅲ
情 報 工 学 実 験 Ⅰ
情 報 工 学 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

生 命 と 情 報
オペレーションズ・リサーチ概論
人 工 知 能
コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク
ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造
コ ン パ イ ラ
エ ー ジ ェ ン ト モ デ ル
オペレーションズ・リサーチ応用
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 概 論
数 学 通 論
解 析 学 Ⅰ
代 数 学 Ⅰ
幾 何 学 Ⅰ
応 用 数 学
解 析 学 Ⅱ
代 数 学 Ⅱ
幾 何 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

情 報 工 学 英 語
英 語 論 文 講 読
インターネットメディアコミュニケーション
制 御 シ ス テ ム 論 Ⅱ
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学
デ ー タ ベ ー ス 論
生 物 計 算
メ デ ィ ア 情 報 処 理
コンピュータ・シミュレーション
代 数 入 門
数 理 統 計 入 門
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

　2学年ではコンピュータの基礎、つまり、「コンピュータ
とはなにか？」から学びます。コンピュータの構成、プログ
ラムがどのように処理されるか、また、プログラミング言語
であるC言語を学習します。
　3学年ではコンピュータを用いてアルゴリズム論や数値解
析等を学習し、コンピュータを使いこなして問題を解決する
能力を高めます。
　4学年では3学年までに学んだ知識と各自の興味に基づい
てテーマを絞り、卒業研究を行ないます。

情報工学実験Ⅰ：再構成可能素子（CPLD）によるプログラミングとハードウェア（IO）の制御の実習。実験では学生への個別指導が行なわれる。
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基 礎 電 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
計 算 機 シ ス テ ム 概 論
情 報 と 符 号 化
情 報 数 学
論 理 回 路
プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語
オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム
数 値 計 算
制 御 シ ス テ ム 論 Ⅰ
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
情 報 工 学 演 習 Ⅰ
情 報 工 学 演 習 Ⅱ
情 報 工 学 演 習 Ⅲ
情 報 工 学 実 験 Ⅰ
情 報 工 学 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

生 命 と 情 報
オペレーションズ・リサーチ概論
人 工 知 能
コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク
ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造
コ ン パ イ ラ
エ ー ジ ェ ン ト モ デ ル
オペレーションズ・リサーチ応用
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 概 論
数 学 通 論
解 析 学 Ⅰ
代 数 学 Ⅰ
幾 何 学 Ⅰ
応 用 数 学
解 析 学 Ⅱ
代 数 学 Ⅱ
幾 何 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

情 報 工 学 英 語
英 語 論 文 講 読
インターネットメディアコミュニケーション
制 御 シ ス テ ム 論 Ⅱ
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学
デ ー タ ベ ー ス 論
生 物 計 算
メ デ ィ ア 情 報 処 理
コンピュータ・シミュレーション
代 数 入 門
数 理 統 計 入 門
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

　2学年ではコンピュータの基礎、つまり、「コンピュータ
とはなにか？」から学びます。コンピュータの構成、プログ
ラムがどのように処理されるか、また、プログラミング言語
であるC言語を学習します。
　3学年ではコンピュータを用いてアルゴリズム論や数値解
析等を学習し、コンピュータを使いこなして問題を解決する
能力を高めます。
　4学年では3学年までに学んだ知識と各自の興味に基づい
てテーマを絞り、卒業研究を行ないます。

電算機講義室で実施される授業も多い。
また、数学を専門的に学ぶ道も開かれて
いる。

卒業研究：暗号装置や自律ロボ
ットカー、画像解析等研究対象
の幅は広い。

実験は研究科学生とともに進め
られていく。	

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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基 礎 電 磁 気 学
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路
基 礎 電 気 回 路 演 習
機 能 材 料 工 学 概 論
材 料 数 学
電 磁 理 論
コ ン ピ ュ ー タ 概 論
材 料 熱 力 学 Ⅰ
材 料 熱 力 学 Ⅱ
固 体 物 性 Ⅰ
固 体 物 性 Ⅱ
電 子 物 性
機 能 材 料 工 学 実 験 Ⅰ
機 能 材 料 工 学 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
1
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
6

電 気 化 学
結 晶 工 学
半 導 体 工 学
材 料 評 価 学
材 料 力 学
エ ネ ル ギ ー 材 料
環 境 対 応 材 料
光 物 性

2
2
2
2
2
2
2
2

電 子 材 料
複 合 材 料
光 機 能 材 料
材 料 科 学 英 語
材 料 英 語 講 読
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
1～2

機能材料工学実験：金属および半導体の電気的測定。材料の電気的性質の根本となる概念や法則を実験を通して学びます。
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基 礎 電 磁 気 学
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路
基 礎 電 気 回 路 演 習
機 能 材 料 工 学 概 論
材 料 数 学
電 磁 理 論
コ ン ピ ュ ー タ 概 論
材 料 熱 力 学 Ⅰ
材 料 熱 力 学 Ⅱ
固 体 物 性 Ⅰ
固 体 物 性 Ⅱ
電 子 物 性
機 能 材 料 工 学 実 験 Ⅰ
機 能 材 料 工 学 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
1
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
6

電 気 化 学
結 晶 工 学
半 導 体 工 学
材 料 評 価 学
材 料 力 学
エ ネ ル ギ ー 材 料
環 境 対 応 材 料
光 物 性

2
2
2
2
2
2
2
2

電 子 材 料
複 合 材 料
光 機 能 材 料
材 料 科 学 英 語
材 料 英 語 講 読
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
1～2

機能材料工学実験：金属の電気化学的特性を測定
します。

機能材料工学実験：実際に材料を合成し、その特
性を測定します。

固体物性Ⅱ：材料中の電子の振る舞いについて学び、新材料の開発を
おこなうための理論を習得します。

材料英語講読：ゼミ形式で卒業研究に必要な高度な学習や英語論文
などを輪読します。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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機 械 工 学 総 論
熱 力 学
流 体 力 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ
機 械 材 料
機 械 力 学 Ⅰ
要 素 及 び 機 構 学
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
加 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 演 習
機 械 工 学 演 習 Ⅰ
機 械 工 学 演 習 Ⅱ
機 械 設 計 製 図 Ⅰ
機 械 設 計 製 図 Ⅱ
機 械 工 作 実 習
機 械 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

伝 熱 工 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
機 械 力 学 Ⅱ
材 料 強 度
自 動 車 工 学
精 密 加 工
制 御 工 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2

コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析
熱 機 関
メ カ ト ロ ニ ク ス
熱 ・ 流 体 計 測
タ ー ボ 機 械
微 細 加 工
強 度 設 計
ビ ー ク ル ダ イ ナ ミ ク ス
シ ス テ ム 制 御
材 料 プ ロ セ ス
特 別 講 義
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2
2
2

卒業研究（自動車実験室）：模型車両を使った実験により軟らかい地面での走行性を調べる。

卒業研究（制御加工実験室）：大型基板用超精密研磨
装置の開発を通して精密加工を学ぶ。
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機 械 工 学 総 論
熱 力 学
流 体 力 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ
機 械 材 料
機 械 力 学 Ⅰ
要 素 及 び 機 構 学
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
加 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 演 習
機 械 工 学 演 習 Ⅰ
機 械 工 学 演 習 Ⅱ
機 械 設 計 製 図 Ⅰ
機 械 設 計 製 図 Ⅱ
機 械 工 作 実 習
機 械 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

伝 熱 工 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
機 械 力 学 Ⅱ
材 料 強 度
自 動 車 工 学
精 密 加 工
制 御 工 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2

コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析
熱 機 関
メ カ ト ロ ニ ク ス
熱 ・ 流 体 計 測
タ ー ボ 機 械
微 細 加 工
強 度 設 計
ビ ー ク ル ダ イ ナ ミ ク ス
シ ス テ ム 制 御
材 料 プ ロ セ ス
特 別 講 義
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2
2
2

卒業研究（機械力学実験室）：振り子を使った振
動伝搬の実験

卒業研究（機械材料実験室）：PAS（Plasma 
Activated Sintering）装置を用いたセラミック粉
末の加圧焼結実験。

卒業研究（計測制御実験室）：RCヘリコプタの飛行制御実験のための模型諸元計測

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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流 体 力 学 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 運 動 学
材 料 力 学 Ⅰ
熱 力 学
機 械 シ ス テ ム 材 料 Ⅰ
機 械 力 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析 Ⅰ
機 械 工 作
機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 工 作 実 習
機 械 シ ス テ ム 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

電 気 電 子 工 学
機 械 シ ス テ ム 数 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 要 素 設 計
内 燃 機 関
船 舶 工 学 Ａ
流 体 機 械
機 械 力 学 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 材 料 Ⅱ
船 舶 工 学 Ｂ
コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析 Ⅱ
制 御 工 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ガ ス タ ー ビ ン
精 密 加 工
艦 艇 工 学 特 論
艦 艇 工 学 概 論
高 温 強 度
ロ ボ ッ ト ・ メ カ ト ロ ニ ク ス
特 別 講 義 Ⅰ ( 工 学 と 装 備 開 発 )
特 別 講 義 Ⅱ
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
1
2
2

卒業研究（構造材料実験室）：50万倍まで拡大できる電子顕微鏡を使い、熱などによる物質の変化を観察する。
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流 体 力 学 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 運 動 学
材 料 力 学 Ⅰ
熱 力 学
機 械 シ ス テ ム 材 料 Ⅰ
機 械 力 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析 Ⅰ
機 械 工 作
機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 工 作 実 習
機 械 シ ス テ ム 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

電 気 電 子 工 学
機 械 シ ス テ ム 数 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 要 素 設 計
内 燃 機 関
船 舶 工 学 Ａ
流 体 機 械
機 械 力 学 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 材 料 Ⅱ
船 舶 工 学 Ｂ
コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析 Ⅱ
制 御 工 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ガ ス タ ー ビ ン
精 密 加 工
艦 艇 工 学 特 論
艦 艇 工 学 概 論
高 温 強 度
ロ ボ ッ ト ・ メ カ ト ロ ニ ク ス
特 別 講 義 Ⅰ ( 工 学 と 装 備 開 発 )
特 別 講 義 Ⅱ
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
1
2
2

卒業研究（制御工学実験室）：自作ロボットアームハンドのコ
ンピュータによる制御実験。

卒業研究（熱エネルギー工学実験室）：
ジェットエンジン、スターリングエン
ジンなどの燃焼実験。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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基 礎 空 気 力 学
航 空 熱 力 学
航 空 材 料 力 学
航 空 宇 宙 工 学 通 論
航 空 宇 宙 エ ン ジ ン 序 論
航 空 機 力 学
宇 宙 航 行 理 論
航 空 制 御 工 学 Ⅰ
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅰ
衛 星 利 用 概 論
航 空 宇 宙 工 学 設 計 製 図 学
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅰ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅱ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅲ
航 空 宇 宙 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
6

空 気 力 学 Ⅰ
航 空 機 構 造 力 学
高 速 空 気 力 学
航 空 宇 宙 基 礎 数 学
航 空 機 性 能 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学
超 音 速 航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
コ ン ピ ュ ー タ 解 析
航 空 制 御 工 学 Ⅱ
宇 宙 環 境 利 用
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅱ
航 空 シ ス テ ム 設 計
航 空 宇 宙 機 器 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
空 気 力 学 Ⅱ
高 速 航 空 概 論
航 空 宇 宙 構 造 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学 通 論
航 空 飛 翔 体 振 動 学
飛 行 制 御 シ ス テ ム
宇 宙 シ ス テ ム 設 計
飛 翔 体 誘 導 概 論
衛 星 設 計
専 門 英 語  Ⅰ （航 空 宇 宙）
専 門 英 語  Ⅱ （航 空 宇 宙）
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

卒業研究（フライトシミュレータ実験室）：T-4 練習機のフライトシミュレータ。急激に旋回すれば機体が破損するシミュレーションもプログラムされている。
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基 礎 空 気 力 学
航 空 熱 力 学
航 空 材 料 力 学
航 空 宇 宙 工 学 通 論
航 空 宇 宙 エ ン ジ ン 序 論
航 空 機 力 学
宇 宙 航 行 理 論
航 空 制 御 工 学 Ⅰ
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅰ
衛 星 利 用 概 論
航 空 宇 宙 工 学 設 計 製 図 学
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅰ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅱ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅲ
航 空 宇 宙 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
6

空 気 力 学 Ⅰ
航 空 機 構 造 力 学
高 速 空 気 力 学
航 空 宇 宙 基 礎 数 学
航 空 機 性 能 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学
超 音 速 航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
コ ン ピ ュ ー タ 解 析
航 空 制 御 工 学 Ⅱ
宇 宙 環 境 利 用
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅱ
航 空 シ ス テ ム 設 計
航 空 宇 宙 機 器 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
空 気 力 学 Ⅱ
高 速 航 空 概 論
航 空 宇 宙 構 造 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学 通 論
航 空 飛 翔 体 振 動 学
飛 行 制 御 シ ス テ ム
宇 宙 シ ス テ ム 設 計
飛 翔 体 誘 導 概 論
衛 星 設 計
専 門 英 語  Ⅰ （航 空 宇 宙）
専 門 英 語  Ⅱ （航 空 宇 宙）
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

卒業研究（ヘリコプタ実験室）：ヘリコプ
タのロータに関する力学を、フリーフラ
イト実験によって理解する。

卒業研究（低速風洞実験室）：ゲッチンゲン風洞で、航空機
の空力特性を理解する。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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材 料 力 学
流 体 力 学
測 量 学
測 量 実 習
構 造 力 学 Ⅰ
水 理 学 Ⅰ
コ ン ク リ ー ト 材 料 工 学
大 規 模 災 害 対 処 計 画 論
構 造 力 学 Ⅱ
水 理 学 Ⅱ
土 質 力 学 Ⅰ
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学
構 造 ・ コ ン ク リ ー ト 実 験
土 質 力 学 Ⅱ
構 造 設 計 学 ・ 製 図
土 質 ・ 水 理 実 験
建 設 環 境 工 学 総 論
卒 業 研 究

2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
2
6

振 動 ・ 耐 震 工 学
鋼 構 造 学
海 岸 工 学
防 災 構 造 学
環 境 衛 生 工 学
基 礎 工 学
建 設 施 工 学
震 災 工 学
河 川 工 学
交 通 工 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

大 規 模 災 害 概 論
数 値 解 析 演 習
構 造 力 学 Ⅰ 演 習
水 理 学 Ⅰ 演 習
構 造 力 学 Ⅱ 演 習
水 理 学 Ⅱ 演 習
土 質 力 学 Ⅰ 演 習
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学 演 習
土 質 力 学 Ⅱ 演 習
建 築 工 学
環 境 地 盤 工 学
土 木 技 術 英 語 Ⅰ
土 木 技 術 英 語 Ⅱ
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
4
1～2

水理・土質実験：人工的に波を発生させ、水や土砂基盤の性質や運動を理解する。

沈水植性まわりの流れ

44



材 料 力 学
流 体 力 学
測 量 学
測 量 実 習
構 造 力 学 Ⅰ
水 理 学 Ⅰ
コ ン ク リ ー ト 材 料 工 学
大 規 模 災 害 対 処 計 画 論
構 造 力 学 Ⅱ
水 理 学 Ⅱ
土 質 力 学 Ⅰ
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学
構 造 ・ コ ン ク リ ー ト 実 験
土 質 力 学 Ⅱ
構 造 設 計 学 ・ 製 図
土 質 ・ 水 理 実 験
建 設 環 境 工 学 総 論
卒 業 研 究

2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
2
6

振 動 ・ 耐 震 工 学
鋼 構 造 学
海 岸 工 学
防 災 構 造 学
環 境 衛 生 工 学
基 礎 工 学
建 設 施 工 学
震 災 工 学
河 川 工 学
交 通 工 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

大 規 模 災 害 概 論
数 値 解 析 演 習
構 造 力 学 Ⅰ 演 習
水 理 学 Ⅰ 演 習
構 造 力 学 Ⅱ 演 習
水 理 学 Ⅱ 演 習
土 質 力 学 Ⅰ 演 習
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学 演 習
土 質 力 学 Ⅱ 演 習
建 築 工 学
環 境 地 盤 工 学
土 木 技 術 英 語 Ⅰ
土 木 技 術 英 語 Ⅱ
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
4
1～2

環境地盤工学：水質測定

土壌の成分分析

防災構造学：砂防構造物の実験

20世紀日本の建設技術の頂点：明石海峡大橋

社会基盤と自然環境との調和をはかる
建設環境工学
（防衛大学校からの東京湾遠望）

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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新しい教育プログラムの誕生
人社系3学科、理工系 11 学科による専門教育以外に、人社系・理工系にまたがり、学科・学群を横断する柔軟
な履修を可能とする新たな教育プログラムが、2012 年度からスタートしています。 各学科に設置されている授業
科目を有機的にリンクさせ、防衛大学校の特徴ある専門分野を結集させた新たな領域の教育プログラムです。

新教育プログラムは、「危機管理」「安全科学」「生命科学」「国際交流」の4つのプログラムです。学生は、既存の
14 学科のいずれかを専攻しながら、学科の枠を越えて設けられた新たな領域を体系的に履修することで、学際
的な視点から専門知識の修得と総合的な問題解決能力を高めることを目的としています。

これらのプログラムを履修する学生は、プログラムごとに指定された講義科目群の中から必要な授業科目を、

2 年から4 年次の 3 年間継続して履修します。

１ 危機管理プログラム

21世紀の現代にあっては、安全保障環境の不確実性、不透明性、自衛隊の任務の地理的、機能的な拡大等が加
速度的に進行しています。 こうした事態への対応力を高めるため、危機の予測、回避、対処、再発防止に関する
危機管理学と、それを技術的に支える方法論について学習します。

（主なプログラム科目）
　「危機リスク管理原論」、「危機管理政策」、「危機事案研究」、「災害組織論」
　「化学災害概論」、「バイオセキュリティ論」、「防災工学」、「土木地理学」　　

２ 安全科学プログラム

防衛・防災システムが非常事態において正しく機能するためには、システム全体が健全な状態に保たれてい
なくてはなりません。そこで、従来の自然科学、工学、人文社会科学や身体運動の科学といった枠を超え、非常
事態という特殊かつ極限的な環境において、人間を含めた組織、機能の安全を保障するための総合的な科学
技術体系を構築するための基礎について学びます。

（主なプログラム科目）
　「安全科学総論」、「放射線計測」、「システム工学」、「情報セキュリティ概論」、「強度
　設計」、「船舶工学」、「飛行制御システム」、「大規模災害概論」、「身体運動の科学」

３ 生命科学プログラム

近代科学の発展は、他方で危険な微生物や化学物質による安全保障上の新たな脅威をもたらしています。こ
うした生命環境の変化に対応し、生物・化学兵器対処や、汚染の除去といった自衛隊に新たに求められる任
務遂行に必要な、生命化学等に関する基本知識と生命科学分野における課題を化学の基礎に基づいて理解し
解決するための基礎を学びます。

（主なプログラム科目）
　「生命化学」、「生体分子化学」、「微生物学」、「防災化学」、「生命と情報」
　「科学と倫理」、「危機管理特論」

４ 国際交流プログラム

自衛隊活動の国際化に対応して、多文化理解の素養や国際的なコミュニケーション能力を集中的に習得しま
す。具体的には、さまざまな国々の文化、英語以外の第2外国語の会話を重視した基礎知識、そしてインター
ネットとともに発達した新しいメディアによる多様な国際的なコミュニケーションの可能性などを学びます。

（主なプログラム科目）
　「多文化共生論」、「異文化コミュニケーション概論」、「日本文化史」
　「地域研究」、「地域情報学」、「インターネットメディアコミュニケーション」
　「独・仏・中・露・朝鮮・アラビア・ポルトガル語特講」

専門・選択
【発展科目】

専門・選択必修
【基礎的展開科目】

専　門（必修）

【各専門基幹科目】

専門基礎

【各専攻共通基礎科目】

教養教育等  全学共通基盤教育 

【自然科学、国際・社会科学、人文・歴史科学、外国語、体育学、防衛学】 
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新しい教育プログラムの誕生
人社系3学科、理工系 11 学科による専門教育以外に、人社系・理工系にまたがり、学科・学群を横断する柔軟
な履修を可能とする新たな教育プログラムが、2012 年度からスタートしています。 各学科に設置されている授業
科目を有機的にリンクさせ、防衛大学校の特徴ある専門分野を結集させた新たな領域の教育プログラムです。

新教育プログラムは、「危機管理」「安全科学」「生命科学」「国際交流」の4つのプログラムです。学生は、既存の
14 学科のいずれかを専攻しながら、学科の枠を越えて設けられた新たな領域を体系的に履修することで、学際
的な視点から専門知識の修得と総合的な問題解決能力を高めることを目的としています。

これらのプログラムを履修する学生は、プログラムごとに指定された講義科目群の中から必要な授業科目を、

2 年から4 年次の 3 年間継続して履修します。

１ 危機管理プログラム

21世紀の現代にあっては、安全保障環境の不確実性、不透明性、自衛隊の任務の地理的、機能的な拡大等が加
速度的に進行しています。 こうした事態への対応力を高めるため、危機の予測、回避、対処、再発防止に関する
危機管理学と、それを技術的に支える方法論について学習します。

（主なプログラム科目）
　「危機リスク管理原論」、「危機管理政策」、「危機事案研究」、「災害組織論」
　「化学災害概論」、「バイオセキュリティ論」、「防災工学」、「土木地理学」　　

２ 安全科学プログラム

防衛・防災システムが非常事態において正しく機能するためには、システム全体が健全な状態に保たれてい
なくてはなりません。そこで、従来の自然科学、工学、人文社会科学や身体運動の科学といった枠を超え、非常
事態という特殊かつ極限的な環境において、人間を含めた組織、機能の安全を保障するための総合的な科学
技術体系を構築するための基礎について学びます。

（主なプログラム科目）
　「安全科学総論」、「放射線計測」、「システム工学」、「情報セキュリティ概論」、「強度
　設計」、「船舶工学」、「飛行制御システム」、「大規模災害概論」、「身体運動の科学」

３ 生命科学プログラム

近代科学の発展は、他方で危険な微生物や化学物質による安全保障上の新たな脅威をもたらしています。こ
うした生命環境の変化に対応し、生物・化学兵器対処や、汚染の除去といった自衛隊に新たに求められる任
務遂行に必要な、生命化学等に関する基本知識と生命科学分野における課題を化学の基礎に基づいて理解し
解決するための基礎を学びます。

（主なプログラム科目）
　「生命化学」、「生体分子化学」、「微生物学」、「防災化学」、「生命と情報」
　「科学と倫理」、「危機管理特論」

４ 国際交流プログラム

自衛隊活動の国際化に対応して、多文化理解の素養や国際的なコミュニケーション能力を集中的に習得しま
す。具体的には、さまざまな国々の文化、英語以外の第2外国語の会話を重視した基礎知識、そしてインター
ネットとともに発達した新しいメディアによる多様な国際的なコミュニケーションの可能性などを学びます。

（主なプログラム科目）
　「多文化共生論」、「異文化コミュニケーション概論」、「日本文化史」
　「地域研究」、「地域情報学」、「インターネットメディアコミュニケーション」
　「独・仏・中・露・朝鮮・アラビア・ポルトガル語特講」
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スキー訓練（新潟県妙高高原）

遠泳訓練（横須賀沖）

硫黄島の研修

秋季定期訓練（北富士演習場）

災害対処訓練（校内）
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戦闘訓練

巡航訓練（クルーザーヨット）

グライダー訓練
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第1学年

入校式

夏季定期訓練

校友会夏合宿（ラグビー部）

夏季競技会（水泳大会）

前期定期試験
カッター競技会

遠泳
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第1学年

棒倒し

紅太鼓

模擬店

訓練展示観閲式

冬季定期訓練（第２学年）

卒業ダンスパーティー

断郊競技会（クロスカントリー）

卒業式

演劇祭

持続走競技会
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自習室：個人ごとに自習スペースがあります。 寝室：ベッドとロッカーが置かれています。

洗面所

調理室 洗濯室

乾燥室
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観閲式（開校記念祭）における学生隊の行進

第 1大隊旗（赤） 第 2大隊旗（青） 第 3大隊旗（緑） 第 4大隊旗（橙）
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陸上競技場で行なわれた
合同朝礼での国旗掲揚風景です。

整列して教場へ行進しながら
部隊行動の基礎を
修得します。

アカシア会（社交ダンス）紅太鼓同好会

ワンダーフォーゲル部空手道部

吹奏楽部水泳部（水球部）儀仗隊
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陸上競技場で行なわれた
合同朝礼での国旗掲揚風景です。

整列して教場へ行進しながら
部隊行動の基礎を
修得します。
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総合安全保障研究科学生による研究論文の発表ドップラーレーダーによる気象観測 ロケットモーターの燃焼実験

理工学研究科学生による
実験・演習
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開校記念祭（模擬店）
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留学生に対して行われる日本語教育

観閲式における学生隊の行進
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図書館と学術情報センターを統合し、総合情報図書館を新設

昭和27年８月
昭和28年４月

昭和29年７月
昭和30年３月
昭和32年３月
昭和33年４月

昭和37年４月
昭和39年３月
昭和49年４月
平成元年４月

平成２年４月
平成３年９月
平成４年３月

平成４年４月
平成８年３月
平成８年４月

平成９年４月
平成11年３月
平成12年４月

平成13年４月
平成16年３月
平成17年４月

平成21年４月

平成24年９月
平成25年３月

保安庁の付属機関として保安大学校を設置
横須賀市久里浜の校舎で開校　本科第１期（理工学
専攻）学生入校
防衛庁設置法の施行に伴い、校名を防衛大学校と改称
横須賀市小原台の新校舎に移転
本科第１期学生卒業
タイ王国留学生１名を受け入れ、外国人に対する教育
訓練がスタート
理工学研究科第１期学生入校
理工学研究科第１期学生卒業
本科人文・社会科学専攻開設
本科教育課程の専門区分改正（理工学専攻の６専門
区分を14学科に、人文・社会科学専攻の２専門区分を
２学科に）
留学生に対し、日本語教育がスタート
本科推薦採用試験制度開始
卒業生に学位授与機構（文部省）から学位授与開始

本科女子第１期学生入校
本科女子第１期学生卒業
理工学研究科教育課程の改革（専門・系列を専攻・大講
座に）
総合安全保障研究科第１期学生入校
総合安全保障研究科第１期学生卒業
本科の組織改編（６学群、14学科（理工系11、人社系3）、
７教育室に）
理工学研究科後期課程（博士課程）第１期学生入校
理工学研究科後期課程（博士課程）第１期学生卒業
副校長を増設　学術情報センターを新設
防衛学教育学群に安全保障危機管理教育センターを新設
総合安全保障研究科後期課程（博士課程）第１期学
生入校
図書館と学術情報センターを統合し、総合情報図書館を新設
本科総合選抜採用試験制度開始
本科一般採用試験（後期日程）制度開始
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http://www.mod.go.jp/nda/
5
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この印刷物は印刷用の紙へリサイクルできます。


	名称未設定-1 1
	名称未設定-1 2
	防衛大学.pdf
	名称未設定-1 3
	名称未設定-1 4



